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第１３号

ＴＯＵＣＨは平成13年、親の勉強会から始まり今年は10年目の年で、NPO法人となり1月で
満5年となりました。これまで続けることができたのも、皆様のお陰です。
これからも自閉症や発達に障がいのある方とその家族の方が、地域で幸せに暮らせるお

手伝いをしたいと福岡市東区箱崎で活動してまいります。どうぞ、よろしくお願いします。

ＴＯＵＣＨ（タッチ）の活動をご紹介します

発行元

NPO法人
自閉症くらし応援舎
ＴＯＵＣＨ 広報部
福岡市東区箱崎１-１９-９
優箱崎ビル1Ｆ2号

Tel＆Fax(092)632-8150 

HP
http://www.npotouch.jp/ 

E-mail
npotouch@ybb.ne.jp

地域活動支援センター スマイルポッケ

☆日時・内容は決まりしだいHPへ掲載いたします。またはお電話でお問い合わせください。

【療育事業】 ＰLT教室・・・発達検査と評価・個別療育指導教室
【地域支援事業】 地域活動支援センタースマイルポッケ・・・特性に応じた支援通所施設

【個別相談事業】 障がいに関する個別相談

【発達障害の理解促進に関する事業 】 学習会・懇談会

【障害者の家族に対する支援事業】 きょうだい児サークル「すてっぷ」との連携など

人材育成・・・実習及び研修生の受け入れ

正会員・・・・・年会費4,000円 [情報交換・ピアカウンセリングが目的のＭＬがございます]
賛助会員・・・年会費： 個人2,000円 [何口でも可] 、団体10,000円 ［何口でも可］

※ご希望の方にはメールにて情報配信サービスがございます

相談（初回相談は無料）・通所の利用料はホームページに掲載中です。
詳細・ご予約は、お電話にてお問い合わせください。

地域活動支援センターとして満１年になります。新しい活動も増え利用者の方にとっても、

職員にとっても充実した１年でした。４月から来られる新しい利用者の方へも、「わかる」「でき

る」手立てを考えた支援で、一層の努力をしてまいります。

土曜日は余暇活動として、スケジュールや手順書など提示して分かり易く、楽しく活動をおこ

なっています。

実習生（高等部）受け入れ、体験通所も随時受付けています。

利用者募集中です！

問い合わせ先 TEL/FAX０９２－６３２－８１５０
E-mail npotouch@ybb.ne.jp

地域活動支援センター
スマイルポッケ

学習会・懇談会

地域活動支援センターとして「スマイルポッケ」の運営が始まり、学習会会場としていた
3階も作業場として利用することになったことや、諸事情により学習会を中断していました
が、平成２３年度は不定期ですが行っていきたいと思います。

ご参加をお持ちしております。

東北関東大震災

東北関東大震災により被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。

またこの度の地震や津波で命を落とされた多くの方々のご冥福を心よりお祈り申し上げます。

地震関連情報を、P3で紹介します。
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ＰＬＴ教室だより

今年、ＰＬＴ教室では3名の方が小学校を卒業されました。
日々の生活の中では毎日を過ごすのに精一杯ですが、このような大きな節目に立った時、これまでの

色々な出来事が思い起こされます。

今回はその中のひとつのご家族よりこれまでの思いや、これからの思いを書いていただきました。

長男のＲは、小学６年生。知的障がいを伴う自閉症で、障がいの程度は

「中度」です。「何か変だな」と思うようになったのは、Ｒが３歳の頃。３歳に

なっても、ほとんど言葉を発することができませんでした。

近くの幼稚園に入園したものの、じっとしていることができないため、運動

会では無関係の競技に乱入、発表会では観客席で妻の膝の上に座り、

お友達の演技を見守るしかありませんでした（本人に、寂しいという感情

はなかったようですが・・・）。

転機が訪れたのは５歳の時です。うるさいほど言葉が出るようになったものの、ほとんどが「オウム返し」だっ

たため、北九州市立総合療育センターで調べてもらったところ、「自閉症」「知的障がい」と診断されました。こ

れを受けて地元の「子ども発達ルーム」に相談、田舎の地元に知的障がい児通園施設はありませんでしたが、

福岡市の施設には通園可能であることが分かりました。「市外枠」の人数は限られていましたが、運良く入園で

きることになったため、事情を説明して地元幼稚園を退園させ、年長の１年間だけではありますが、「福岡市立

わかば学園」に通わせることになりました。

福岡市内まで妻や私が車で送り、そこで通園バスに乗り換える、帰りはその逆・・・。そんな毎日が続きました

が、「わかば学園」では親子ともども「目から鱗」の対処法を沢山学ぶことができました。家族みんなで「謎のＲ

くん」を理解し、「もっと自閉症について勉強していこう」という機運も高まりました。ここでの経験が今もベースと

なっており、もし通っていなければ、Ｒもここまで成長していなかっただろうなと、つくづく思います（※残念なが

ら「わかば学園」は、今年３月で閉園となります…）。

小学生になる際、養護学校に行かせるべきか悩みましたが、歩いて５分の

場所に小学校があり、特別支援教室に先輩児童が数名いたこと、次男・三

男も同じ小学校に通学予定だったことなどから、そこに通わせることにしま

した。

小学２年生の時に、ある事件が起きました。Ｒが自転車で出かけたまま帰

宅せず、行方不明となったのです。小学校の先生と大捜索を行った結果、

駅前のショッピングセンターで発見されました。Ｒは、店内にあるアニメ・特

撮キャラクター付きカート（子ども１名が乗り込める車の形をしたもの）が大

好きで、それを見たい一心で、自宅から約５キロ離れたショッピングセンタ

ーの店内まで自転車で行ったのでした。交通量の多い片側３車線の国道を中央分離帯に沿って走行するなど、

家族が車で買い物に出かける場合と全く同じコースを辿っていたことがあとで分かり、驚きました。「ルートの正

確な記憶（＝脳への録画？）」「強いこだわり行動」など、自閉症の特徴を改めて思い知らされました。私と妻は

後日、校長先生と教頭先生から呼び出され、お叱りを受けました。
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そのほかにも、強いこだわりに起因する様々なことがありましたが、理解のある先生や友人に恵まれ、いじめ

に遭うこともなかったからでしょうか、パニックを起こす回数が減るなど、少しずつ成長して行きました。まだ特定

のことだけに限られるものの、確実に家事を手伝うようにもなりました。低学年の時は極端な偏食でしたが、

徐々に克服して何でも腹一杯食べるようになり、背がぐんぐん伸びて、気が付くと妻の身長を超えていました。

最近Ｒは、何かをやったあとに必ず「マル？」「１００点？」と何度もしつこく

尋ねてきます。こだわりの一種で、「バツ」「サンカク」「惜しいな９０点」などと

言うと泣き出してしまうので、「とりあえず１００点」などと誤魔化していますが、

「マル」や「１００点」を求めるのは、物事を完璧に成し遂げようとする前向きな

姿勢の表れで、決して悪いことではないと思うようにしています。

今年４月から中学生になるにあたって、また、特別支援学校と普通学校の

どちらに行かせるべきか悩みましたが、地元教育委員会の判定通り、特別支

援学校に行かせることにしました。これまでとはかなり異なる環境となりますが、

明るく前向きな性格なので、何とか適応して、Ｒなりに「１００点」を目指してくれるものと信じています。

(療育担当者より)
R君は体格はもちろん、精神的にもとてもお兄さんらしくなりました。ご家族の皆様をはじめ、周囲の友だ
ちや先生方が彼のことをとてもよく理解しておられました。そんなあたたかな環境があったからこそ、明るく、

前向きな精神のまま成長されたことと思います。新しいステージに上るのはワクワク・ドキドキの連続で私

たちも落ち着きませんが、皆さんと一緒に進んでいきたいと思います。

「災害時の発達障害児・者支援について」

被災地で、発達障害児・者に対応されるみなさんへ（その1）
被災地で、発達障害児・者に対応されるみなさんへ（その２）

http://homepage3.nifty.com/kingstone/omemehijouji.pdf

http://www.autism.or.jp/bousai/index.htm

平成23年3月11日、東北地方太平洋沖で発生した地震で多くの方が被害にあわれ、その中には多くの障がいを持つ方、
その家族の方がいらっしゃいます。以前より災害に備えて自閉症協会から支援者向け、本人・家族向けの防災ハンドブックが出
されていました。今回の災害では、厚生労働省より発達障害情報センターの御尽力でHPに、避難所等における支援についての情報
（具体的な対応）が掲載されことになりました。

それは、日常生活に役立つノウハウでもあり、日頃こら取り組んでいれば、もしもの時に役立ちます。

(支援者向け) （本人･家族向け） （助けてカード）

震災関連情報

(株) おめめどう から 発信

非常時は、日常の延長です。ぜひ、日ごろからの手立てや非常時の対応の

ご参考にしていただきたく、３月１１日～１６まで、ブログ「二つ目の月がまわ

ってくる」にアップした『非常時の支援と工夫』を冊子化しました。

奥平綾子＠ハルヤンネ
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【調理実習】

余暇活動の一環として、調理実習を始めました。

今まで作ったものは、ワッフル・ポップコーン・焼きそば

などなど・・・。調理と言えるまではいかないかもしれま

せんが、自分たちで作って食べる！おいしい！

その感覚で楽しめればいいのではないでしょうか。

初めは利用者さんも、なんだろうという感じで手順書を

覗き込みつつ参加していました。

しかし、回を重ねる中で余暇活動の時間を楽しんでいることを態度で表してくれるようになりました。

スケジュールの調理カードをじっと見る ･緊張でカチンコンチン

だったのが肩の力を抜いて参加するようになる ・ できないところ

は「おねがいします」と言ってくれる・焼きそばが完成に近づくと

手の動きが良くなるなどなど・・・。時にはポップコーンの音にびっ

くりしてしまったときもありましたが、出来上がって口にする時の

顔はとても良かったです。きっと次に作るときは音がなっても驚

かずに出来上がりを楽しみに待ってくれるものと思います。

【受託作業】

新しい仕事が始まりました。友田商会からの仕事です。内容はおもちゃのシャボン玉のセットを袋に入れていく

作業です。今までと違って大量に仕事をこなさなくてはなりません。また、納期もある仕事です。大変なことも多い

ですが、外部の仕事ができるというメリットもあります。

いつか店頭で自分が関わった仕事が商品として売られるのを

目にした時、「自分が作ったものだ」という喜びを味わうこともある

でしょう。今も隣で200枚もの手袋を半分に折って「できた！」と

報告してくれました。やり遂げたという実感がこもっていました。

これからも、マイペースを保ちながらいろんな作業に取り組んで

いきたいと思います。

【大宰府参詣】

土曜日のスマイルポッケでは1月に初詣ということで大宰府に行く予定でした。ところが、雪のためあえなく

延期・・・。3月にはいってやっと行くことができました。初めての遠出となり、2回も乗り換えなくてはいけないなど

大変のこともありましたが、きれいに咲いた梅とおいしいお餅をいただくことができて満足な小旅行となりました。

来年度にもどこかちょっとした遠出を入れて、また電車の旅も楽しもうと考えています。

スマイルポッケの毎日
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新しくスマイルポッケの製品を販売をしてくださっています。

スマイルポッケの製品

レストラン
福岡市東区唐原3-7-6 

TEL 092-673-0563 

私が勤務している施設も平成23年度中に新体系に移行します。
新体系の準備に追われている時に、ふと我が家の娘がこんなことを言いました。

「私ね、幼稚園で放ったらかしにされとるんよね。」、何の事かと思い、話をよ～く聞いてみると、どうやら先生

に注目してもらいたいようです。

そんな会話の中からふと自分自身に対する疑問が生まれました。『私は１人１人の利用者にきちんと向き合

って支援できているのだろうか・・・？』と。

日中の活動は作業が中心であるため、作業が難しい利用者は同じ空間で過ごしてはいますが、職員も作業

に追われてしまっています。娘の言葉を借りれば、「放ったらかし」なのかもしれません。

新体系移行の為に利用者の皆さんには、「障害程度区分認定」を受けて頂く事になります。

利用者の皆さんは新体系に移行になるということはあまり気にされず、日々の生活を過ごしているのでいつも

と変わりませんが、施設の職員や保護者の皆さんは区分がどのような結果になるのだろうか、区分によって

は､今までの生活からガラリと変わってしまいどうしたらいいのかとそれぞれが不安で一杯です。

そんな中、保護者の皆さんに自宅での様子を聞き取りする際に、施設とは違った一面が見られたり、施設で

は出来ていることができていなかったりと様々です。どのような結果が出ても、

きちんと利用者の皆さんが不安なく安全に今まで通りの生活が出来るように

サポート体制を整えていかなければと考えています。

新体系への移行をきっかけに、１人１人の利用者に向き合えればいいなと

思います。

また、どんな法改正があろうとも立ち向かえる職員でありたいです。

TOUCH会員からの便り

福岡市東区箱崎1-37-21 
TEL092-986-4134 

箱崎水族館
喫茶室

福岡市東区和白5-15-14 
TEL:092-605-5888

和白苑
和っしょい

新商品

＝カードセット＝

カード １枚
（ハガキ半分サイズ）
封筒 １枚

５０円の手ごろなお
値段です。

福岡市南区役所

福岡市博多保健所

福岡市西区役所
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イラストで連携

ＡＹＡさんのイラストを、 2011年2月より

ロゴマークとして使わせていただいています

障害者より良い暮らしネット 服部 美江子

ＡＹＡさんのイラストと初めて出会ったのは、松島校区のまつりの日。カードや一筆箋に印刷されたイラストが目に飛

び込んできました。その絵のなんと可愛らしいこと。私は思わず手にとり、販売している職員の方にいろいろ尋ね、パ

ソコンで描いていること、それがくらし応援舎ＴＯＵＣHの作業所・スマイルポッケの作業の一環であることを知り、いつ

かＴＯＵＣＨを訪問したいと思いました。

そして、その願いがやっと叶い、利用者の方の作業などを拝見しました。ＡＹＡさんは休息中でしたが、職員さんから、

ＡＹＡさんの頭の中にはたくさんのイメージが詰まっていて、その日の気分やテーマでマウスをとても上手に使って描

かれる事、文字でのコミュニケーションがとても上手なことなどを伺いました。

また他の利用者の方の作業～工夫された補助具を使ってのポチ袋作り、アルミ缶つぶし～も見せていただきました。

作業の合間の休憩スペースも用意され、全体としてゆったりとステキな時間が流れていました。

そんな経緯があり｢たまごの四つ子のエッグフレンズ｣をロゴとして使わせていただけるようになり、

本当に嬉しいです。たくさんの人に見てもらえるといいなと思います。

私たちは身体と知的に重い障害のある成人障害者の母親三人で活動しています。活動のきっかけは、母親の死亡

によって、遠い施設への入所しか方法がなかった重い障害を持つ女性（息子が通う生活介護の仲間でした）の処遇

に直面したことでした。

親亡き後も、それまで慣れ親しんだ仲間や支援者とともに、それまで生きてきた地域社会の中で暮らしていける仕組

みづくりが必要だと痛感し活動を始めました。ＴＯＵＣＨの保護者の方たちと、思いは同じだと思います。これからもた

くさんの人のつながりの中で活動を進めていきます。ＡＹＡさんの絵を大切にしながら・・・

障害者より良い暮らしネット

ロゴはＮＰＯ法人自閉症暮らし応援舎ＴＯＵＣH ＡＹＡさんの作品

この会は、
障害を持った人たちがいつまでも、安心して、安全に、そして尊厳

をもって暮らせるように
そして

地域社会との共生が可能な社会の実現を目指して
活動します

障害者の親亡き後の暮らしの保障
保護者がいなくても、重い障害者が守られていく
仕組みつくり
障害があっても、地域の中で、地域の人と、
普通に暮らせる社会つくり

時間をかけて
継続的に

取り組んで行く
問題

①利用者の立場にたったショートステイの実現
②ケアホームについての見通し

今、早急に解決
したい問題

障害者より良い暮らしネット HP  ﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞ です!
http://hwm2.gyao.ne.jp/yoriyoikurasi/

＝うれしいお話＝＝うれしいお話＝

娘の綾は、小さい頃から絵を描くことが好きでしたが、
絵を描いてもらうのも大好きでした。
頭の中のイメージを、コミュニケーションは苦手ながら、
描いてもらいたい一心で、伝えようとしていました。毎日
一緒にいると、大体言いたい事は分かるので、言葉で伝
え切れなくても、イメージ通りの絵を描いてやることはでき、
できた絵を見て喜び、また、イメージを一生懸命伝えよう
としてくれました。
小学校4･5年になるとイメージがどんどん膨らみ、言葉
では伝え切れず、変なパターンの文章で絵を描くことを要
求し、「おえかき」は私の日課ともなりました。
下手な絵も、毎日描くことで、少しは上達したようで「お
母さん、綾ちゃんのお陰で、絵が上手になりましたね！」
と担任の先生から、冗談も出ていました。
小学校5年生になると、パソコンのペイントソフトでマウ
スを使って描けるようになり、毎日パソコンで絵を描いて
いました。その後、遊びで描いていた絵が今では、仕事
になり、そのイラストが製品となって、多くの方から買って
いただけるようになったのです。 また、娘の作品を見て、
「イラストを使わせて下さい！」と言っていただけるまでに
なり、うれしい限りです。
本人の自信にもつながり、喜んでパソコンに向かってい
ます。 （保護者より）
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書籍のご紹介

自閉症の僕が残してきた言葉たち
－小学生までの作品を振り返って－

著者東田直樹

価格： 1,575円
著者東田直樹は、“文字表現 ”を知った
４歳から多くの文章を残してきました。
中学卒業を機に、これまでに書いた物
語や詩を一冊の本にしました。
コンクール受賞作品も多数掲載してい
ます。
執筆当時を振り返って、随所に本人に
よる解説が書き加えられています。

見える会話
著者：篠田朋子 納富奈緒子

服巻智子
監修：服巻智子

価格： 1,955円

正しいコミック会話の使い方や最
新のコミック会話情報について、た
くさんの事例を交えて紹介します。

自分について２
著 キャロル・グレイ
ローレル・ファルボ

監訳 編 著 服巻智子
訳 荒木淑美
価格：1,890円

自分のことができることは、とても大切なこ
とです。
『自分について２』のソーシャルストーリー
(TM)の文例を見ながら、アレンジしたり情
報を付け加えたりしながら、一人一人に合
ったやり方で、ソーシャルストーリーを書き、

教えるときに用いてみてください。

こころライブラリー イラスト版

高校生の発達障害
ボクにできることは何だろう？

監修：佐々木正美、
梅永雄二

価格： 1,365円
高校でも広がりつつある特別支援
教育。どの高校に通い、どのような

支援を受けるのか。
充実した高校生活を送るための学
校選び・本人の心構え・高校の支援

態勢を徹底解説！

親子でアスペルガー
ちょっと脳のタイプが違います

著者：田絢未
価格：1,470円

アスペルガー症候群のお母さ
んとアスペルガー症候群のふ
たりの息子と怒って泣いて笑
って感動の子育て記録。
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助成、寄付を頂きました皆様、賛助会員の皆様、

ご協力ありがとうございました。心より御礼申し上げます。
２０１０年 ９月１日～２０１１年３月２５日

＝編集後記＝
東北関東大震災・・・。規模の大きさ、地震だけでなく津波、原発事故・・・。その上に寒さ。心が痛いです。
少しでも復興につながるお手伝いが出来ればと思います。また、いつ何が起こっても、対応できるよう手立てを持つことの大切さを
再認識しました。

助成・寄付

（順不同・敬称略）

賛助会員

♪皆様の温かいお志は、TOUCHの活動で大切に使わせていただきます。 ゆうちょ振替口座０１７９０－０－１１７７５７

ご近所 散策

オーナーがこだわりセレクトした
本・絵本・雑誌・おもちゃ・雑貨です

2F１F

オーナー大井実さんのお話をお伺いしたのは、ブックスキューブリック2階の
カフェでした。ボサノバのBGM、大きな窓からは箱崎駅前の風景、ギャラリーで
は、九大の風景を描いた水彩画展が行われていました。

１階は大型書店とは異なり、コミック以外の色んなジャンルの本や雑誌が、居
心地よさそうにお客さんが手にしてくれるのを待っていました。

大人向けの本屋さんかと思っていましたが、可愛い絵本やおもちゃのほか雑貨
類もあり、「何か良い本、素敵なもの、ないかな！？」と時間が過ごせる空間です。

1階で選んだ本を2階のカフェで読むこともできます。ギャラリーの作品を眺めな
がら、同じフロアで営業するベジキッチンさんのベーグルや食材にこだわった食

事を楽しむこともできます。

本を通し、また、 コンサートや講演会、映画鑑賞会など・・・１ヵ月ごとに企画さ

れるイベントを通して情報発信基地に！

B00KS KUBRIC（箱崎店）
ブックスキューブリック

福岡市東区箱崎1丁目5-14
ベルニード箱崎

TEL 092－645－0630
FAX 092－645－063１

http://cafe-gallery.bookskubrick.jp/
営業時間 11:00～20:00
定休日 第2･第3月曜日

駐車場あり
カフェ・ギャラリー

TEL 092－645－0630
営業時間 定休日

11:30～19:00 月曜日
～17:30(日曜)

１７席

●団体 医療法人望洋会 鮫島病院

●個人

鮫島純治 江上しのぶ 鮫島仁彦 鮫島葉子 藤田理恵子 馬場由紀子

鮫島卓也 鮫島ハマ 高橋司 高橋京子 小林仁 小林みえ子

小沢明 小沢美恵子 有賀修 小澤勝一 里見哲 森川進

小川正祺 作道由美子 中島久 糀谷彬 徳永真由美 下山久美子 大河原順次郎

緒方俊一 緒方昌子 神戸邦男 時任イツ子 時任義裕 時任キヨ 中村久美子

相川清治 相川節子 神戸修身 神戸守雄 神戸みさこ 釜掘恵子 座間味千賀子

神戸洋子 滝井登 友寄文子 瀧井はる香 長末広美 山口葉子 小井土トリ子

副島雅子 岡本幹子 猿川隆文 猿川京子 時任義治 豊原敏光 豊原喜和子

小西稔 小西香代 中原信明 杉野博子 伊波玲子 金子博美 三村二六子

平尾恵子 大神和恵 神戸金貴 神戸絹江 神戸啓作 影山奈美子 萩原房子

大澤寛 大澤愛子 城明子 神戸貞雄 神戸郁江

福岡市地域活動支援センター運営補助金、 トヨタ自動車九州株式会社


